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間違いを一気に修正！一発変換の 「項目置換」機能
入力ミスした勘定科目や補助科目、税区分、摘要などを
検索で絞り込んだ後、一気に修正できます。

単一取引をその場で複合取引に修正「振伝に変換」機能
仕訳日記帳や元帳で単一の取引から複合の取引に変更する時に
その場で伝票が立ち上がり簡単に修正できます。

前年・今年度データから仕訳を呼び出す「仕訳ファインダ」機能
年に数回の取引で勘定科目がわからない場合など、以前のデータ
から摘要文字の検索で仕訳を一発呼び出しできます。

マイナス残高の科目を検索する「マイナス残高の科目検索」機能
「残高推移表（日次）」画面で、残高がマイナスになっている科目を
検索して表示できます。

「かんたん決算アシスト」機能
「かんたん決算アシスト」画面から、決算書項目の名称変更や集計科目
の設定ができます。

ツカエル青色申告の特長

特長 ①
操作性抜群！データが軽く、入力が速い！
青色申告会、会計事務所などでの高速入力にも耐えうる操作性。
データはひとつのファイルに何年でも保存が可能です。

「一般・不動産・農業」それぞれの専業、「一般と農業」などの兼業にも対応
対応の勘定科目体系は「個人/一般」「個人/不動産」「個人/農業」
「個人/兼業」と幅広い業種で使えます。

特長 ②

特長 ③

特長 ④

特長 ⑤

特長 ⑥
元帳で確認時に固定科目が修正できる「自分方編集」機能
例えば「売上高」の元帳で確認作業中、固定科目の「売上高」、
「摘要」欄の修正をすることができる機能です。

特長 ⑦

特長 ⑩
常に最新バージョンをご提供！
インターネット経由で最新機能や法令改正対応のバージョンアップを
提供。青色申告会と会員が常に同じバージョンでやりとりできます。

特長 ⑧

特長 ⑨
知りたい仕訳がすぐ見つかる「かんたん検索」機能
「仕訳日記帳」画面などの帳簿にて、キーワード、税区分（税率）など
で検索ができます。
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１．ツカエル青色申告学習用体験版のインストール

1.1 インストールの前に
※使用するパソコンに管理者権限を持つユーザーでログインします。

※実行中のアプリケーションがある場合はすべて終了してください。

1.2 ツカエル青色申告学習用体験版のインストール

① 「ツカエル青色申告学習用体験版」のCD-ROMをドライブに挿入します。

② しばらくすると表示されるメッセージをクリックし、［setup.exeの実行］を選択します。

メッセージが表示されなかったときは、エクスプローラーを開いてCD-ROMを挿入した
ドライブをダブルクリックしてください。

③ ユーザーアカウント制御のメッセージが表示されたら、［続行］または［はい］ボタンを
クリックします。

④ しばらくすると下図が表示されるので、［次へ］ボタンをクリックします。

＝動作環境（対応OS）について＝
「インストールの作業を終了します」と表示され
た場合は、お使いのパソコンのOSを確認し、動
作環境（対応OS）を満たすようにしてください。
ツカエル青色申告をインストールするには、
「Windows 10」、「Windows 8.1」、
「Windows 7 Service Pack1以降」が必要です。
ただし、動作環境を満たしていても、Windows 
Updateが必要となる場合があります。
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⑤次に表示された「ソフトウェア使用許諾契約書」を読み、同意した上で
「使用許諾契約の全条項に同意します」を選択してから、［次へ］ボタンをクリックします。

⑥ ユーザー名と事業所名を入力し、［次へ］ボタンをクリックします。

⑦ インストール先のフォルダを確認し、［次へ］ボタンをクリックします。



4

⑧下記画面で［インストール］ボタンをクリックしてインストールを開始します。

⑨下記画面で［完了］ボタンをクリックします。

これでインストール作業は終了です。
デスクトップに「ツカエル青色申告の起動」というアイコンが作成されます。
このアイコンをダブルクリックすると、ツカエル青色申告が起動します。

※製品起動時には下記メッセージが表示されます。
［ＯＫ］ボタンをクリックして体験版をご使用ください。
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① ナビゲーションバー 機能を分類し、アイコンで表示。簡単に作業画面の切り替えが可能です。

② タブバー 開いている作業画面をタブ形式で表示。タブをクリックすることで作業画面を
行き来することが可能です。（Ｃｔｒｌ＋Ｔａｂでも操作できます。）

③ コマンドバー 検索、補助科目の追加、仕訳削除、編集（コピー貼り付けなど）が可能です。

④ ツールバー 文字サイズの変更やその他表示の変更が可能です。

⑤ ファンクションバー 検索や削除などの基本操作はファンクションキーにも割当。すぐに実行可能です。

※ファンクションバーを表示するには、ナビゲーションバーの［メニュー］から、
［表示］→［バーの表示］→［ファンクションバー］をクリックします。

⑥ スマートリスト 表示中の帳簿や伝票で検索条件を登録できます。

２．ツカエル青色申告の起動と画面構成

2.1 ツカエル青色申告の起動

デスクトップから「ツカエル青色申告の起動」アイコンをダブルクリックしましょう。

2.2 画面構成

① ナビゲーションバー ② タブバー ③ コマンドバー ④ ツールバー

⑥ スマートリスト ⑤ ファンクションバー



＝基本操作練習＝

◆サンプルデータを使って基本操作をしてみましょう。

（１）サンプルデータを開きましょう。

［ｽﾀｰﾄ］メニューから［ﾋﾞｽﾞｿﾌﾄ］→（［ツカエル青色申告］→）［個人一般ｻﾝﾌﾟﾙデータを開く］をクリックします。

（２）ナビゲーションバーの機能分類名［導入］［日常］［決算］［集計］［データ］［ヘルプ］［メニュー］をクリックして
切り替え、表示されるボタンの変化を確認しましょう。

（３）現金出納帳を開きましょう。
ナビゲーションバーの［日常］をクリックして表示されるボタンの中から［現金出納帳］をクリックします。

（４）Enterキーで、出納帳内の操作対象が移動することを確認しましょう。（入力方法）
・ ［日付］、［相手科目］、［金額（収入または支出）］欄の入力が完了しないと次の行に進みません。
・ ［日付］、［金額］は数値入力、［相手科目］は表示されるリストから選択します。
・ ［相手科目］は、科目名の頭文字または科目番号を使って呼び出すことができます。

（５）入力済みの取引の日付や相手科目、摘要欄をクリックしてみましょう。（修正方法）
クリックで対象を指定後、再度クリックすると、編集状態に入ります。
日付、相手科目、摘要、金額、いずれもカンタンに修正可能です。

（６）入力済みの取引を削除する場合は、コマンドバーにある［削除］ボタンをクリックします。（削除方法）

（７）預金出納帳を開きましょう。
ナビゲーションバーの［日常］をクリックして表示されるボタンの中から［預金出納帳］をクリックします。
預金出納帳画面の上部あるリストボックスから勘定科目、補助科目の指定を変更してみましょう。

（８）タブバーに表示されている複数のタブ（現金出納帳、預金出納帳）を確認後、画面を切り替えてみましょう。

（９）スマートリストの表示ボタンをクリックして、スマートリストを表示しましょう。（検索方法）
スマートリストの上部にある［＋］マークで常時表示／非表示を切り替えできます。
スマートリスト内にある検索条件をクリックして、カンタンに検索ができることを確認しましょう。

（10）コマンドバーにある［補助作成］ボタンで、取引の入力中に補助科目をカンタンに追加できます。（補助追加）

（11）仕訳日記帳を開きましょう。（自動転記）
ナビゲーションバーの［日常］をクリックして表示されるボタンの中から［仕訳日記帳］をクリックします。
出納帳から入力された取引が表示されています。
現金勘定が含まれる取引は「現金出納帳」から、預金勘定が含まれる取引は「預金出納帳」から
入力された取引です。
元帳や伝票から入力された取引も含め、すべての取引を確認・修正・削除・追加が行えます。

（12）試算表を開きましょう。（自動集計）
ナビゲーションバーの［日常］をクリックして表示されるボタンの中から［試算表（月次・期間）］をクリックします。
帳簿や伝票から入力された取引がすでに集計されています。
期間セレクターで月数をクリックまたはドラッグすることで指定の月または期間の試算表を確認できます。
また、コマンドバーにある［補助の展開］ボタンをクリックすると、補助設定のある勘定科目が展開され、
その内訳を確認することができます。

6



7

3.1 自社データの新規作成

ナビゲーションバーの［データ］から［会計データファイルの作成］をクリックします。

個人ごとに会計データファイルを作成します。
この会計データファイルに、複数年が保存されます。

入力が終わったら［次へ］ボタンをクリックし、
例題2へ進んでください。

]

設定が終わったら［次へ］ボタンをクリックし、
操作を進めて会計データファイルの作成を行ってください。

消費税の設定はいつでも変更可能です。
ただし、消費税設定は、取引の入力全般に影響します。データファイル作成後、速やかに設定しましょう。

3.2 氏名・住所等の登録（修正）

ナビゲーションバーの［導入］から

［事業所情報の登録］をクリックします。

左側のボタンで表示を切り替えて、事業所名（氏名）の
修正や住所・電話番号の登録・修正を行います。
登録された内容は、決算書や消費税申告書に
反映されます。

３．基本的な設定方法の流れ

2019年の会計データファイルを新規作成しましょう。

事業所名： 個人名（事業所名）を 「テスト 太郎」 と入力
申告区分： 青色申告
勘定科目体系： 個人/一般

例題 １

ツカエル青色申告では、新しく会計データファイルを作成する際に、勘定科目体系にて
「個人/兼業」を選択することが可能です。
一般・不動産・農業の兼業データを作成する場合は、「個人/兼業」を選択し、不動産所得・農業
所得の科目を使用するの□にそれぞれチェックを入れます。
尚、この場合の兼業は、貸借対照表は同一で、損益計算書が一般・不動産・農業それぞれ
作成されます。

次の内容で消費税設定を行いましょう。

［課税］ ［簡易課税］ ［第二種事業］

例題 ２
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3.3 勘定科目と補助科目の登録（修正）

ナビゲーションバーの［導入］から［勘定科目と補助科目の登録］をクリックします。

【勘定科目】
ツカエル青色申告では、一般的な簿記のルールに従い、あらかじめ勘定科目を用意してあります。
「科目設定」画面から追加する勘定科目の新規作成や不必要な勘定科目の削除、非表示が行えます。

【補助科目】
また、勘定科目をさらに細分化して内訳を管理できるようにするため、各勘定科目に対し補助科目を
作成できるようになっています。
（例） 得意先ごとに売上を管理 ・・・ 勘定科目「売上高」に得意先ごとの補助科目を作成

預金通帳ごとに入出金を管理 ・・・ 勘定科目「普通預金」に銀行口座ごとの補助科目を作成

3.3.1 利用金融機関の登録（修正）

事業で利用している金融機関を登録します。（登録数は特に制限はありません。）

＜補助科目作成手順＞
１． 科目設定画面を表示し、［貸借対照表］タブをクリックします。
２． 【現金・預金】の区分にある［普通預金］を選択します。
３． コマンドバーにある［補助作成］ボタンをクリックします。
４． 補助科目新規作成ダイアログで「名称」、「検索キー」を入力し、［ＯＫ］ボタンをクリックします。

勘定科目「普通預金」 に 「新星銀行」 と 「太陽銀行」 を補助科目として登録しましょう。

例題 ３

貸借対照表科目

損益計算書科目

【税区分】
勘定科目・補助科目別に消費税の課税
属性が設定されています。

帳簿や伝票から取引を入力すると、この
科目設定に従い、個々の取引に消費税
区分が自動セットされます。入力時に取
引ごとに修正可能。

科目設定にて、税区分は自由に変更可
能です。新規に科目を作成した場合は、
的確に税区分を指定しましょう。

税区分



3.3.2 得意先の登録（修正）

掛取引の得意先について得意先別の未回収残高を把握したい場合は、勘定科目「売掛金」に
補助科目を登録します。

＜補助科目作成手順＞
１． 科目設定画面を表示し、［貸借対照表］タブをクリックします。
２． 【売上債権】の区分にある［売掛金］を選択します。
３． コマンドバーにある［補助作成］ボタンをクリックします。
４． 補助科目新規作成ダイアログで「名称」、「検索キー」を入力し、［ＯＫ］ボタンをクリックします。

＝検索キー＝
主に、取引の入力時に使用する科目呼び出し用の設定項目です。
検索キー1および検索キー2を併用して利用できます。

勘定科目「売掛金」 に下記の補助科目を登録しましょう。

例題 4
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名 称 萩原裕 イルアビール エルドット ヒルズエステート 木村工業

検索キー1 hagiwara ilavir eldot hills kimura



3.4 開始残高の登録（修正）

ナビゲーションバーの［導入］から［科目残高の入力］をクリックします。

開始残高は、前年度青色申告決算書の貸借対照表金額を入力します。

科目残高入力画面を開き、開始残高を登録しましょう。

＜前年度青色申告決算書・貸借対照表＞

例題 5

科 目 残 高 科 目 残 高

現 金 53,400円 借 入 金 1,800,000円 ※3

その他の預金 2,549,300円 ※1 預 り 金 26,050円 ※4

売 掛 金 6,093,100円 ※2 事業主借 1,642,242円 ※5

車両運搬具 1,456,000円 元 入 金 6,793,120円 ※6

工具 器具 備品 248,500円 控除前所得 6,164,113円 ※6

事業主貸 6,025,225円 ※5

資産合計 16,425,525円 負債資本合計 16,425,525円

※1 ここでは勘定科目「普通預金」で入力してください。
普通預金の内訳は次の通りです。

新星銀行 2,383,800円
太陽銀行 165,500円
合 計 2,549,300円

※2 売掛金の内訳は次の通りです。

※3 ここでは勘定科目「短期借入金」で入力してください。

※4 預り金の内訳はすべて源泉所得税です。

※5 その年の事業主との資金のやりとりが集計される
勘定が、事業主貸勘定と事業主借勘定です。
当期より入力を始める場合、事業主貸勘定と
事業主借勘定の開始残高は0円になり、
開始残高の入力は不要（入力不可）です。

＝補助科目の画面表示＝
補助科目が表示されていない場合は、勘
定科目名の左にある をクリックします。

または、コマンドバーにある［補助の展開］
ボタンをクリックします。

萩原裕 2,100,000円
イルアビール 1,362,900円
エルドット 840,200円

ヒルズエステート 320,000円

木村工業 1,470,000円

合 計 6,093,100円

※6 各科目残高入力後にコマンドバーにある［前繰差額調整］ボタンをクリックすることで、自動計算されます。
そのため、開始残高の入力は不要（入力不可）です。

これにより、貸借差額金額を元入金勘定に収容／自動計算された金額と下記計算式で求めた金額の一致を
行うことで検算することができます。

「 期首元入金 ＝ 前期の控除前所得 ＋ 前期の元入金 ＋ 前期の事業主借 － 前期の事業主貸 」
当期より入力を始める場合、控除前所得勘定は0円になり、元入金勘定は8,574,250円になります。
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４．取引の入力方法

4.1 基本操作方法

預金出納帳を例にします。
出納帳上の各項目の移動は、［Enter］キー、矢印キー、またはクリックで行ないます。

№ 項 目 備 考

① 日付 月日を４桁の数値入力。表示日付と同月の場合、日のみで可。

② 伝番 自動付番（初期設定：月別連番）。クリックで修正可。

③ 仕訳ライブラリ
登録済み仕訳ライブラリの読込。
クリック または F4 キー または 検索キーを入力し、指定。

④ 相手科目

科目設定にて登録されている勘定科目を指定。指定方法は、次の通り。
ⅰ．クリックでリスト表示後、クリックで科目指定。
ⅱ．検索キー１または２を入力し、↓キー、Enter キーで科目指定。

補助科目設定のある勘定科目を指定した場合は、補助科目も指定。
コマンドバーから補助科目の新規作成も可。

⑤ 摘要 最大３６文字 摘要ライブラリから選択も可能。

⑥ 税区分
相手税区分：相手科目の消費税区分を表示。科目設定の属性に従って自動表示されます。
クリックで変更可。
税区分：ここでは普通預金勘定の税区分を表示。

⑦ 預入(引出)金額 最大10桁（負は９桁）。

⑧ 残高 自動計算。入力不可。

⑨ メモ クリックでメモ欄指定後、クリックで開きメモ入力可。最大180文字。

⑩ 付箋 クリックで付箋貼付、付箋は番号で指定。1～６まで。使い方自由。

⑪ 仕訳ファインダ

頭に浮かんだ摘要文字を入力すると過去に入力した全仕訳やライブラリ（辞書機能）から、そ
の文字を含む仕訳を瞬時にリストアップ。
そのまま、仕訳入力に使用できます。（前年度のデータからも検索できます。）
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① 日付 ③ 仕訳ﾗｲﾌﾞﾗﾘ ⑤ 摘 要 ⑦ 金 額

⑪ 仕訳ﾌｧｲﾝﾀﾞ ⑥ 税区分 ⑧ 残高 ⑩ 付箋

⑨ メモ④ 相手科目② 伝番

銀行口座の選択預金種類の選択
クリックで表示を切替
できます。



次の預金通帳から、預金出納帳の入力をしましょう。（相手科目は欄外を参照のこと。）

＜新星銀行＞

※1 売掛金には、補助科目が設定されています。正しく補助科目を指定しましょう。

4.2 預金出納帳への入力

ナビゲーションバーの［日常］から［預金出納帳］をクリックします。

預金の取引を入力する帳簿です。預金通帳の記録を入力資料として取引を入力します。
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例題 6

＝各帳簿の設定について＝
このセミナーテキストでは、各帳簿を初期設定の状態で操作します。
設定は［帳簿設定］ダイアログで変更でき、新しい帳簿を追加したり、帳簿のタイプを変更したりすることができます。
［帳簿設定］ダイアログを表示するには、ナビゲーションバーの［導入］をクリックして表示されるボタンの中から、［帳
簿設定］をクリックします。

No. 日付 摘 要 お支払金額 お預り金額 残 高 (参考科目)

繰越 2,383,800

1 1/ 7 萩原裕 2,100,000 4,483,800 売 掛 金 132

2 1/25 給与振込 733,950 3,749,850 給料手当 665

3 〃 振込手数料 864 3,748,986 支払手数料 675

4 〃 ユ）イルアビール 1,362,900 5,111,886 売 掛 金 132

5 1/26 カ）エルドット 840,200 5,952,086 売 掛 金 132

6 〃 カキムラ商事（カ 873,500 5,078,586 仕 入 高 630

7 〃 借入返済 185,896 4,892,690 短期借入金 310

8 〃 カード 800,000 4,092,690 現 金 100

9 2/ 5 ヒルズエステート 319,460 4,412,150 売 掛 金 132

10 2/10 源泉所得税 58,320 4,353,830 預 り 金 315

11 2/16 木村工業 1,469,244 5,823,074 売 掛 金 132

※１

※１

※１

※１

＝預金出納帳の入力について＝
預金通帳と預金出納帳の入力では、「お支払
金額」と「お預かり金額」の表記位置が逆に
なっています。
入力欄をお間違いのないようご注意ください。

※１



【前ページ例題6の続き】

＜太陽銀行＞

※2 前行と同じ科目や摘要を入力する場合、［Ctrl］+［G］で複写が行えます。

例題 6

No. 日付 摘 要 お支払金額 お預り金額 残 高 (参考科目)

繰越 165,500

1 1/22 ガス 3,845 161,655 水道光熱費 653

2 1/23 電気 14,672 146,983 水道光熱費 653

3 1/26 国民年金保険 29,320 117,663 事業主貸 270

4 〃 国民健康保険 54,000 63,663 事業主貸 270

5 1/29 バンゼン損保 8,800 54,863 保 険 料 658

6 〃 カード 300,000 354,863 現 金 100

7 〃 住民税 45,000 309,863 事業主貸 270

※2

※2

4.3 現金出納帳への入力

ナビゲーションバーの［日常］から［現金出納帳］をクリックします。

取引の多くを占める現金の取引を入力する帳簿です。
領収書や振込依頼票控えなどを入力資料として取引を入力します。

次の領収書等の証憑を基に、現金出納帳に入力しましょう。

領収書① 領収書② 領収書③

領収書④ 領収書⑤ 領収書⑥

例題 7

日 付 平成31年1月12日
金 額 2,370円
発 行 者 喫茶キング
取引内容 打ち合わせ 喫茶代
使用科目 接待交際費 (657)

日 付 平成31年1月13日
金 額 7,580円
発 行 者 都市交通社
取引内容 タクシー代
使用科目 旅費交通費 (654)

日 付 平成31年1月22日
金 額 430円
発 行 者 郵便局
取引内容 郵送料
使用科目 通信費 (655)

日 付 平成31年1月25日
金 額 1,800円
発 行 者 オフィスサプライ
取引内容 文房具
使用科目 消耗品費 (660)

日 付 平成31年1月14日
金 額 940円
発 行 者 山北茶舗
取引内容 お茶代
使用科目 福利厚生費 (663)

日 付 平成31年1月31日
金 額 6,000円
発 行 者 町内会
取引内容 会費 1-6月分
使用科目 諸会費 (685)

13



14

次の売上に関する領収書を基に、現金出納帳に入力しましょう。

領収書控 使用科目：売上高（600）

例題 8

4.4 売上帳／仕入帳への入力

ナビゲーションバーの［日常］から［売上帳］または［仕入帳］をクリックします。

売上帳は売上取引を、仕入帳は仕入取引を入力する帳簿です。
売上帳／仕入帳は金額の入力欄が1つなので、現金取引や掛取引を入力するのに便利です。

売上帳を開き、下記の売上をそれぞれ入力しましょう。

※ 売掛金には補助科目が設定されています。正しく補助科目を設定しましょう。

例題 9

得意先名 売上請求日 相手科目 請求金額 回収予定日

木村工業 １月３１日 売掛金 ９６６,０００円 ３月２０日

エルドット １月３１日 売掛金 ３９３,７５０円 ２月２８日

＝売上帳／仕入帳の表示＝
選択した勘定科目体系によっては、売上帳／仕入帳
が用意されていません。その場合は、必要に応じて
［帳簿設定］ダイアログで追加することができます。



4.5 売掛帳／買掛帳への入力

ナビゲーションバーの［日常］から［売掛帳］または［買掛帳］をクリックします。

売掛帳は売掛金の取引を、買掛帳は買掛金の取引を入力する掛帳形式の帳簿です。
売掛帳を利用するには、勘定科目「売掛金」に補助科目の設定（参照：3.3.2）が必要となります。
同様に、買掛帳を利用するには、勘定科目「買掛金」に補助科目の設定が必要です。

売掛帳を開き、例題9で入力した取引を確認しましょう。
入力を確認できたら、下記の回収をそれぞれ入力しましょう。

例題 10

得意先名 回収日 回収方法

木村工業 ３月２０日 新星銀行（普通預金）

エルドット ２月２８日 現金

＝売掛帳／買掛帳の表示＝
選択した勘定科目体系によっては、売掛帳／
買掛帳が用意されていません。その場合は、
必要に応じて［帳簿設定］ダイアログで追加す
ることができます。
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次の請求書について、売掛帳から売上を入力しましょう。

例題 11
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4.5.1 振込手数料の処理

得意先との取り決めにより、振込手数料が代金から差し引かれて振り込み入金される場合があります。
この場合、差し引かれた振込手数料を逆算して経費処理を行い、売掛金残高を調整します。
経費処理にあたっては、入金取引を振替伝票に変換するか、または売掛帳に追加入力を行います。
売掛金処理をしていない場合は、仕訳日記帳または振替伝票に次の仕訳を入力し、売上高を請求額と
一致させる必要があります。

「 （日付） 入金日 （借方） 支払手数料 （貸方） 売掛金 （金額） 請求額と入金額の差額 」

2月5日に新生銀行普通預金口座にヒルズエステートから振り込まれた「 319,460円 」は、
請求額「 320,000円 」であり、前期12月末請求分です。

売掛帳を確認し、2月5日の振込入金時に差し引かれた振込手数料を計算し、
支払手数料勘定で処理しましょう。
（売掛帳で1行追加、または入金取引を振替伝票に変換して経費を追加入力します。）

例題 12

同様に、木村工業との取引内容も確認し、必要に応じて追加処理をしましょう。

例題 13
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4.6 振替伝票に変換

現金出納帳や預金出納帳など帳簿に直接入力された取引は、相手科目が1つなので「単一仕訳」と
いいます。この単一仕訳が本来「複合仕訳」であった場合は、振替伝票で処理する必要があります。
入力済みの帳簿取引は、コマンドバーにある［振伝に変換］ボタンを使って振替伝票に変更することが
できます。

預金出納帳： 1月26日の借入返済「 185,896円 」は、元金と利息の合計でした。
振替伝票に変換し、正しく登録しましょう。

「 元金 180,000円 利息 5,896円 合計 185,896円 」

例題 14

預金出納帳： 1月25日の給料振込「 733,950円 」は、源泉所得税「 58,320円 」差し引き後の金額でした。
振替伝票に変換し、正しく登録しましょう。

例題 15

借方金額 借方科目 摘 要 貸方科目 貸方金額

792,270円 給料手当 給料振込 普通預金（新星銀行） 733,950円

１月分源泉所得税 預り金 58,320円



4.7 その他の入力例

●「事業主貸」「事業主借」
事業用の預金口座から個人の生活費等を引き出した場合は、預金出納帳の支出金額欄に相手科目「事業主貸」
勘定で入力します。
また事業用以外の預金口座（個人の口座）から引き出した資金を事業用資金とした場合は、現金出納帳の
収入金額欄に相手科目「事業主借」勘定で入力します。
その他に、普通預金や定期預金の利息、年金の入金などは事業所得にはなりませんので、「事業主借」勘定で
処理します。

●公共料金の振替
自宅兼事務所としている場合の電気料金、ガス料金、水道料金、電話料金などの公共料金は、一旦全額を
経費として処理し、決算時に個人負担分の振替処理を行います。→ツカエル青色申告には「家事関連費按分」機能
があるので、処理がかんたんに行えます。

●専従者給与
専従者の届出を所轄税務署に提出している場合は、届け出内容の範囲で専従者給与を計上することが可能です。
この場合は、「専従者給与」勘定を使用します。

4.7.1 かんたん取引帳への入力

上記のような取引をかんたんに入力するのには、「かんたん取引帳」での入力がおススメです。
あらかじめ用意されているリストから選択するだけで、複合仕訳もスイスイ入力できます。
かんたん取引帳を表示するには、ナビゲーションバーの［日常］から［かんたん取引帳］をクリックします。
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内容を選択

ボタンをクリック

日付を選択

金額を入力

完了

入金口座を選択



5.1 総勘定元帳での確認

ナビゲーションバーの［日常］から［総勘定元帳］をクリックします。

ナビゲーションバーから開く他に、試算表から総勘定元帳を表示する方法（コマンドバー）もあります。
勘定科目を選択して、仕訳を確認します。

5．入力内容の確認

貸借対照表 期間指定

5.2 残高試算表での確認

ナビゲーションバーの［日常］から［試算表（月次・期間）］をクリックします。

証憑を基にすべての取引の入力が完了したら、自動転記・自動集計された各種帳簿や集計表で
入力ミスや入力漏れがないかを確認しましょう。
ここでは、試算表（月次・期間）を確認します。
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損益計算書

科目をダブルクリックすると
その科目の元帳が開きます。

税法上、帳簿類の保存期間は7年、証憑類の保存期間は5年となってます。
決算確定後、総勘定元帳を印刷し、保管しておきましょう。

かんたん印刷を利用すると、保存義務のある帳簿などをまとめて印刷することができます。

＜かんたん印刷の手順＞
１． ナビゲーションバーの分類［決算］から［かんたん印刷］をクリックします。
２． 印刷したい帳簿にチェックを付けて、［印刷］ボタンをクリックします。
３． 用紙や余白などを設定し、［印刷］ボタンをクリックします。

※［補助元帳］にチェックを付けた場合は、総勘定元帳の印刷時に
補助科目が設定されている勘定科目はスキップされます。



6．事業用固定資産の登録

ナビゲーションバーの［決算］から［固定資産管理］をクリックします。

事業用固定資産は、耐用年数に応じて各年に費用配分します。
この時使用する経費科目が減価償却費です。
固定資産画面で資産を登録すれば、各年の減価償却費の計算および仕訳は自動処理で行うことが
できます。

会計ソフト導入初年度は、前年以前に取得している固定資産も固定資産画面で登録する必要があります。
2年目以降は、その年に取得した資産のみを登録していきます。
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資産の新規登録

次の前期決算書を基に、固定資産を登録しましょう。

＜前年度青色申告決算書 （3ページ：減価償却費の計算）＞

入力項目： 「資産名称」、「数量」、「単位」、「勘定科目（※1）」、「取得日」、「取得価額」、
「期首帳簿価額」（＝前期未償却残高）、「償却方法」、「耐用年数」、「事業専用割合（※2）」

※1： 前期決算書には記載されていません。名称等から正しく判断しましょう。
※2： 事業専用割合は、左側の［詳細］ボタンをクリックしてから入力します。

例題 16

減価償却

資 産 の

名 称 等

取得

年月

イ

取 得 価 額

ロ

償 却 の

基 礎

償
却

方
法

耐用

年数

ハ

償却率

ニ

本年償

却期間

ホ

普 通

償 却 費

チ

事業

専用

割合

リ

必要経費

算入額

ヌ

未償却残高

(期末残高)年 月

円 年 月 円 ％ 円 円

ライト

バン
H30 4 1,712,941 1,712,941

定
額 ５ 0.200 9/12 256,941 50 128,470 1,456,000

パソコン H30 7 284,000 284,000
定

額 ４ 0.250 6/12 35,500 100 35,500 248,500

計 292,441 163,970 1,704,500



7.1 仕訳ライブラリ

ナビゲーションバーの［導入］から［仕訳ライブラリ］をクリックします。

よく使う取引を仕訳ライブラリとして登録しておくことで、下図のように選択するだけで各帳簿に
手軽に入力することが可能になります。

7.2 自分方編集

ナビゲーションバーの［日常］から［現金出納帳］などをクリックします。

現金出納帳などで、固定された科目「現金」を修正したい場合に使う機能です。
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7．その他の便利機能

クリック 選択 金額を入力



7.3 家事関連費按分

ナビゲーションバーの［決算］から［家事関連費按分］をクリックします。

自宅で仕事をされる方の場合、家賃や電気代や電話代などのプライベート用と業務用が混在している
ものがあります。これらを「家事関連費」といいます。
基本的に家事関連費は必要経費としては認められないため、割合を掛けて計算し家事関連費を
按分する必要があります。

入力する時はいったん支払った全額を帳簿に記載し、最後に12月31日付けの伝票で家事割合を掛けて
按分することで家事関連費を計上します。

＜家事関連費按分の手順＞
１． 家事関連費按分画面で、勘定科目を選択します。
２． 事業割合を入力します。
３． ［仕訳作成］ボタンをクリックし、伝票を登録します。

7.4 かんたん検索

各帳簿では、かんたん検索を使って仕訳を検索できるので、知りたい仕訳がすぐ見つかります。
検索対象となるのは、勘定科目、補助科目、部門、摘要、仕訳メモ、税区分（略称）、税率の文字列です。
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7.5 マイナス残高の科目検索

ナビゲーションバーの［集計］から［日次残高推移表］をクリックします。

24

コマンドバーの［マイナス
残高の科目検索］ボタン
をクリックします。

選択した科目の集計結果
が表示されます。

マイナス残高の科目が存在する
場合は検索結果のダイアログに
科目名が表示されるので、確認
したい科目を選択して［OK］ボタ
ンをクリックします。

元帳の該当箇所へ
ドリルダウンします。
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7.6 かんたん決算アシスト

ナビゲーションバーの［決算］から［かんたん決算アシスト］をクリックします。

決算書作成（印刷）する前の金額を手軽に確認することができます。
また、かんたん決算アシストの画面上から、決算書項目の名称、集計科目の変更もできます。

必要に応じて、新規に決算項目を作成したりもできます。

＝［帳簿へ］ボタンについて＝
コマンドバーにある［帳簿へ］ボタンをクリックす
ると、［総勘定元帳］または［補助元帳］ウィンド
ウを表示し、仕訳内容を確認・修正できます。



８．青色申告決算書の作成

ナビゲーションバーの［決算］から［青色申告決算書作成］をクリックします。

ツカエル青色申告では、勘定科目体系にあわせた青色申告決算書を作成することが可能です。

※最初のデータの新規作成時に間違った勘定科目体系を選択すると後で修正することはできません。
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表示された画面で青色申告決算書の作成（印刷）
に必要な項目を入力します。



９．会計データファイルのバックアップと復元
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9.1 バックアップファイルの作成
ナビゲーションバーの［データ］から［バックアップファイルの作成］をクリックします。

ＵＳＢメモリなどのリムーバブルメディアにバックアップファイルを保存すればパソコンが壊れた時に
安心です。
また、データを持ち歩く時に便利です。

［変更］ボタンをクリックしてバックアップファイルの保存先とファイル名を指定して
［ＯＫ］ボタンをクリックすると、「バックアップ処理が正常に終了しました」のメッセージが表示されます。
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9.2 バックアップファイルの復元
ナビゲーションバーの［データ］から［バックアップファイルの復元］をクリックします。

復元時は［変更］ボタンで復元したいバックアップファイルを指定し、［ＯＫ］ボタンをクリックして復元します。
「同名のファイルが存在しているため、ファイルを作成できません。別のファイル名を指定してください。」
とメッセージが表示された場合は、ファイル名の後ろに日付などを付けてから［ＯＫ］ボタンをクリックして
ください。

バックアップファイルの復元時
左記のメッセージが出た場合

復元するファイル名の後ろに
日付などを付けて保存してください。

ファイル名「●●●●20190704」

二つ上のバックアップファイルの
復元画面で［ＯＫ］ボタンをクリックし
て完了。

＝ファイルの上書き＝
ナビゲーションバーの［メニュー］から［ファイ
ル］→［環境設定］をクリックして表示された
画面で、ファイルの上書きを許可する設定
に変更することもできます。



10．次年度作成
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ナビゲーションバーの［データ］から［次年度作成］をクリックします。

初年度の入力後に「次年度作成」を行って、翌年度の新しいデータに入力を行います。

「次年度作成」画面が表示される
ので、［実行］ボタンをクリック。



11．消費税10％・軽減税率制度導入後の取引入力例

11.1 概要

2019年10月1日から、消費税率が10％に引上げとなり、同時に消費税軽減税率制度も実施されます。
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次の売上に関する請求書を、振替伝票に入力しましょう。

※参考科目：売上高（600）、売掛金（132）

11.2 振替伝票への入力

ナビゲーションバーの［日常］から［振替伝票］をクリックします。

2019年10月1日以降に発行された請求書を例に、取引として入力します。

例題 17



11.3 現金出納帳への入力

ナビゲーションバーの［日常］から［現金出納帳］をクリックします。

2019年10月1日以降に発行された領収書を例に、取引として入力します。
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次の領収書をもとに、現金出納帳に入力しましょう。

※参考科目：仕入高（630）

例題 18
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